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オホ-ハラヘ (大-祓) のノリト (祝詞) には,
ハラフべきものとしてアシキワザ (悪行) だけ









































とになる｡ これが ｢行いと報いの対応法則｣ で
ある｡















『國大』 : 『國史大系』 (新訂増補), 東京, 1942.
『古大』 : 『日本古典文學大系』, 東京, 19521967.
『大正』 : 『大正新脩大藏經』, 東京, 19241935.
『靈異記』 : 『日本霊異記』, 小泉道, 『新潮日本古


















(重戒) を犯した場合は, ｢佛｣/｢菩薩｣ の彫像
の前で ｢懴悔｣ をしなければならない｡ ７日目
か14日目か21日目に, あるいは３年目に, ｢佛｣
の彫像が ｢好相｣ を現す｡ そうすると, 犯した
罪が消えてすべては白紙に戻る｡2)
560年から566年まで在位した陳の文帝3) は熱
心に ｢藥師｣ を信仰し,４) 国民に降りかかる災











ら誓ひて受く”と言われ (『梵網経』 下, 『大正』
24, p. 1006, c.6), 個人の心の問題として扱われ
る｡ 当人と ｢佛｣ の彫像との間に成立する私的関
係にかかわるものである｡




前に ｢佛｣ の姿をまざまざと見る｡ 以前に ｢重い
罪｣ (重戒) を犯した者は, ｢受菩薩戒｣ に先だ
って ｢懺悔｣ を行わなければならないが, これが
うまく行って ｢罪｣ が消えるには, ｢佛｣ が見え
るように努力しなければならない｡ ｢重い罪｣ を
犯した者にとって, ｢好相行｣ が ｢受菩薩戒｣ の
欠かせない条件となる｡
2) 『梵網經』 下, 『大正』 24, p. 1008, c.1318:
若有犯十戒者 應教懺悔 在佛菩薩形像前 日夜六
時誦十重四十八輕戒 到[苦]禮三世千佛 得見好相
若一七日二三七日乃至一年 要見好相 好相者 佛
來摩頂 見光華種種異相 便得滅罪《若し十[重]戒





るを得｡ 若しくは一の七日, 二, 三の七日, 乃至












して, 国家財政の緊縮に努めた (『南史』 9, ｢帝





心に実践活動を行い, ｢菩薩戒｣ に則って ｢懴悔｣
を行った (道宣,『廣弘明集』，『大正』 52，pp.
330335)｡ しばしば ｢懴文｣ を書き, そのうち７
篇が 『廣弘明集』 28章に収められている｡
4) 文帝は薬師像に ｢懴悔｣ するために ｢齋｣ を行
い, その際に ｢懴文｣ を読み上げている｡ 薬師の
｢大誓願｣ に言及し, ｢菩薩戒の弟子｣ として
『梵網經』 の教える ｢救護衆生｣ を実現しようと
している｡
道宣,『廣弘明集』,『大正』52，p. 334,
b.27c.2: 弟子司牧寡方 庶蹟未) 方憑藥
師本願成就衆生 今謹依經教 於其處建如干僧
如干日藥師齋懴 現前大衆 至心敬禮本師釋迦
如來 禮藥師如來 慈悲廣覆 不乖本願不捨世








り, 衆生を成就せむ｡ 今, 謹みて經教に依り,
其處に於て如干僧, 如干日の藥師齋の懴を建
て, 現前の大衆, 至心に本師釋迦如來に敬禮
し, 藥師如來に禮す｡ 慈悲, 廣く覆ひて本願
に乖かず, 世間を捨てず｡》
a) 刊本の ｢｣ を ｢｣ に改める｡
5) 道宣, 『廣弘明集』,『大正』52，p. 333, c.6








6) 皇帝たちの文章は, 道宣 (596667) の 『廣弘
明集』 に収められている (『大正』 52, pp. 321
335) この文集は二つの部分から成り, 前半は
｢啓福篇｣ と呼ばれ, ｢福｣ を招くための願文が集













で, 罪の消滅の必要条件は ｢佛｣ または ｢菩薩｣
の彫像に向かって自分の犯した過ちを悔いるこ
とである｡ 陳の文帝だけでなく梁の武帝も陳の



















然災害予防策であった｡ 過ちを悔いて ｢罪｣ を
消すというアイデアに基づく災害予防策として






7) 道宣, op. cit., p. 333, a.1617; b.1516: 菩
薩戒弟子皇帝 稽首和南十方諸佛無量尊法一切賢
聖《菩薩戒の弟子, 皇帝 (陳の文帝), 稽首して，
十方諸佛, 無量尊法, 一切賢聖に和南す｡》
loc. cit., c.89: 菩薩戒弟子 稽首和南三寶
菩薩戒の弟子,[陳の文帝,] 稽首して, 三寶に和
南す｡》
ibid., p. 332, b.12; 2223: 菩薩戒弟子皇帝
稽首和南十方諸佛及無量尊法 一切賢聖《菩薩戒
の弟子, 皇帝 (梁の高祖), 稽首して, 十方諸佛,
及び無量尊法, 一切賢聖に和南す｡》
loc. cit., c.1617: 菩薩戒弟子皇帝 稽首和南
十方諸佛 無量尊法 一切賢聖《菩薩戒の弟子, 皇
帝 (陳の宣帝), 稽首して, 十方諸佛, 無量尊法，
一切賢聖に和南す｡》
8) この点については, 『廣弘明集』 悔罪篇の序文
で, 道宣が皇帝たちの思いを代弁している｡








9) このような一般傾向の中で, 智 (538597)
の開発した特異な ｢懴悔法｣ は注目に値する｡ 智
の ｢懴悔法｣ は自分の犯した ｢罪｣ を告白する
だけの単一作業ではなく, ｢成佛｣ を目指す複合




『梵網經』 では ｢戒｣ が個人の心の問題として
扱われ, 当人と ｢佛｣ の彫像との間に成立する私
的な関係に関心が向けられている｡ 智の ｢懴悔
法｣ は, 中国 ｢懺悔｣ のこの一面をさらに発展さ
せたものと考えられる｡ ｢懴悔法｣ と呼ぶ以上,
｢罪｣ の告白 → ｢罪｣ の消滅│という自動進行シ
ステムの構想を踏まえているのであろうが, これ




ていない｡ 消滅すべきは ｢罪｣ 一般ということに
なる｡ これは ｢告白｣ の対象とはなりえない｡ そ
こで, 中核的プラクティスとして ｢座禪｣ が導入
される｡
この複合プラクティスを構成する個別プラクテ
ィスとしては, ｢禮佛｣ や ｢懴悔｣ などに, ｢思惟
一實境界｣ が加えられる (小林正美, ｢天台智
の懴法について ―三昧法としての懴法―｣, 『東
洋の思想と宗教』 10, 1993, pp. 1534)｡ これ
は ｢座禅して実相を正観する修行法｣ である
(ibid., p. 17, a)｡ ところで, ｢きちんと座って大
乗の真理について考える｣ という意味の語句が
『普賢觀經』 にあるが, 智はこれを ｢座禪｣ を
重視する根拠としたのである (ibid., p. 22, a)｡
この ｢座禪｣ の目的は真理の会得である｡ すべ
てのものは ｢心｣ に帰属する｡ したがって, ｢心｣
が ｢空｣ であれば, すべてのものも ｢空｣ であり,




のは ｢成佛｣ であり, その中核を成すのは ｢座禪｣
である｡ 智の開発した ｢懴悔法｣ は, 真理を会
得することによって ｢罪｣ 一般を消滅させるプロ
グラムであり, これを前提条件として ｢成佛｣ が
達成される｡
なった｡ そして, その代表的なものが ｢藥師懺
悔｣ であった｡ 20世紀になっても, 中国の寺院
のすることと言えば, もっぱら ｢懺悔｣ の呪術
であった｡10) この間に, ｢藥師｣ の彫像は ｢阿
彌陀｣ の彫像と ｢釋迦佛｣ の彫像を従えるよう
になり,11) その前で ｢藥師懺悔｣ が盛んに行わ
れた｡
現在の台湾でも, 地元の有力者や高僧の誕生









































ある (BhS, p. 8)｡ ところが, 中国では宋の時代
になると, ｢藥師｣ の像に付き添うのは ｢阿彌陀｣
の像と ｢釋迦佛｣ の像であった｡
12) Raoul Birnbaum,“Seeking Longevity in Chinese












を作ったが, そこには ｢地藏菩薩｣ が登場して,
不幸な災難に遭って苦しんでいる人々に助言して,
｢悔罪｣ して自分の名を唱えるよう勧めている｡
『占察善惡業報經』 上, 『大正』 17, p.
904, b.23c.1: 若未來世諸衆生等 雖不爲求
禪定智慧出要之道 但遭種種衆厄貧窮困苦憂
惱逼迫者 亦應恭敬禮拜供養 悔所作惡恒常
發願 於一切時一切處 勤心稱誦我之名號 令
共至誠 亦當速脱種種衰悩 捨此命已生於善














前世の ｢悪い行い｣ の ｢報い｣ を受けて苦しむ
者が今さら ｢懴悔｣ をしたところで, 現在の苦境
から救われるわけではない｡ しかしながら, 今の
段階で ｢懺悔｣ しておけば, 来世には望ましい境
遇に生まれることが期待されるのである｡ このよ
うに, 今の ｢懴悔｣ は過去の因果プロセスに対し
ては確かに無効であるが, 新しく始まる因果プロ
セスの出発点となる｡ 今の ｢懴悔｣ は, ｢善い行
い｣ として, 未来に ｢楽しい報い｣ をもたらすの
である｡
同じ原則に基づく ｢懴悔｣ への言及は, 『撰集
百縁經』 にも認められる｡ 第５巻の46話 (p. 224,
c ～ p. 225, b) では, 修行者に食い物を与えず
罵倒した女が死んで ｢餓鬼｣ となる｡ 今では過去
の ｢悪い行い｣ を大いに反省し, 出家者を呼んで
｢供養｣ し, ｢懴悔｣ を行った｡ すると, 次には
｢飛行餓鬼｣ に生まれ変わった｡ これは普通の
｢餓鬼｣ よりレベルの高い存在で，姿が美しく自
由に空を飛ぶことができる｡ さらに ｢供養｣ と
｢懴悔｣ を行うと, 今度は天に生まれた｡ なお,
｢懴悔｣ を行う場面はサンスクリット本に見られ
ず, 中国語訳で追加されたと考えられる｡ ここに




























































14) 『日本書紀』 24, 『國大』 1, [後編] pp. 192
193: ‥‥‥ 蘇我大臣報曰 可於寺寺轉讀大乘經
典 悔過如佛所説 敬而祈雨 庚辰 於大寺南庭 嚴
佛菩薩像與四天王像 屈請衆僧 讀大雲經等 于時































クヮを行う前にも, ｢牛馬を殺す雨乞い｣ と ｢市
場を空にする雨乞い｣ と ｢河の伯に祈る雨乞い｣
が行われている (ibid., p. 193)｡
15) ibid., 29, [後編] pp. 384385.
686年には天武が危篤状態に落ち入り,７月１日
にケクヮ (悔過) が行われた｡ そして, 二日置い
















い｣ に始まり ｢報い｣ に終わるメカニズムは,
日本人の知ったことではなかった｡

















































く, 意図的殺人 (故殺), 人身売買 (略人), 地位
利用の強制性行為 (監守内姦), さらには公務員






ルシは, ｢理論化｣ が試みられて ｢仁はワザハヒ
を鎖す｣ という命題を設定した上で, ｢徳政｣ の
実践という口実で行うことがある｡
『續日本紀』 19, 『國大』 2, p. 224: 如聞






























国の ｢悔過｣ は ｢罪｣ を消去する儀式であった｡








































































18) 村山修一, ｢日本の薬師信仰｣, 『大法輪』 44.7,
1977, p. 121.
19) バーイシャジヤグルはブッダになるまで, 限り








































男)20) は, タカマガハラ (高天原) で傍若無人
に振る舞って数々の悪事を働き, とうとう姉の








































































































(詔戸) の“ト”は ｢呪言｣ を指し,“トゴヒ-ド”
(詛戸) の“ド”は ｢呪物｣ を指す (『祝詞古伝承






























































































































られない項目としては, ① シキマキ (重ねて
















































































24) 『古事記』 上, p. 19: 於勝佐備 離天照大御神
之營田之阿 埋其溝 亦其於聞看大嘗之殿 屎麻理
散
25) ibid., 上, p. 20: 天照大御神 坐忌服屋而 令





ibid.，p. 33: 逆剥斑駒 (第１ヴァリアント)
ibid.，pp. 3435: 填渠 毀畔 生剥斑駒 自送糞
(第２ヴァリアント)
ibid.，p. 36: 廢渠槽 埋溝 毀畦 重播種子 捶籖
伏馬 (第３ヴァリアント)




タ ト ヒ オ フ
ルモ不登ナリ。




29) 『古事記』中,『國大』7，p. 95 : 種種求生剥逆








































































ヮでは, 中国の ｢悔過｣ で核となる悔いの表明
がなく, その代わりにヤクシの彫像の前で 『藥
師經』 が朗読された｡ この彫像をヨリシロ (依
り代) とするヤクシは, 真理を説くブッダでは























“オホハラヘ” と呼ばれた｡ そして, 天武持統


































































































































① 生剥ぎ ⑥ 生剥ぎ (生きた動物
の皮を剥ぐ)
② 逆剥ぎ ⑦ 逆剥ぎ (しっぽの方
から皮を剥ぐ)






































33) ibid.，p. 169: 天津罪止[八〕畔放 溝埋 樋放
頻蒔 串刺 生剥 逆剥 屎戸 許許太久乃罪乎 天津
罪止 法別氣 國津罪止八 生膚斷 死膚斷 白人
胡久美 己母犯罪 己子犯罪 母與子犯罪 子與母犯
















































では, ツミがアマツ-ツミ (天罪) とクニツ-ツ













⑤ 串刺し 『日本書紀』 一書3






から ⑧ まで) は, ほぼ 『日本書紀』 のリスト




























































がない｡ ⑬ から ⑰ までの５項目 (⑬ ｢己ガ
母犯ス罪｣, ⑭ ｢己ガ子犯ス罪｣, ⑮ ｢母ト子ヲ
犯ス罪｣, ⑯ ｢母ト子ヲ犯ス罪｣, ⑰ ｢畜犯ス罪｣)
は, 『古事記』 の仲哀の記事に見られる ｢上通
下通婚｣ に相当するが, 『延喜式』 の方が細か
く分類されている｡ ⑰ の ｢畜犯ス罪｣ は 『古
事記』 の仲哀の記事に見られる４項目 (⑦ 馬
婚, ⑧ 牛婚, ⑨ 鶏婚, ⑩ 犬婚) に相当する｡
この場合は 『延喜式』 の方が総括的に分類され


















のが困難な２項目 (⑪ 白人 ⑫ 胡久美) が挙
げられていることと, ３項目のワザハヒ (⑱
















ミである｡ まず ｢身体を傷つけること｣ があり,
また不当と見なされるセックス (近親相姦/獣
































37) 『日本書紀』29, 『國大』1,〔後編〕p. 342: 天武
五年八月辛亥 ‥‥ 四方爲大解除 用物則國別國造
輸祓柱 馬一匹 布一常 以外郡司 各刀一口 鹿皮










40) 源順, 『倭名類聚鈔』2 (17, 『日本古典全集』)，





























































































































42) 源，op. cit.，2，27丁，表: 白癜 病源論云 白
癜 一云白電 之良波太
43) 本居宣長, 『大祓詞後釋』上, 『本居宣長全集』
5，東京，1981，p. 129.





















ちなみに, 『日本書紀』 では, イザナギがヨ


























































グプタ (dharmagupta/達摩笈多) 訳 『藥師如






46) 青木紀元, 『ハラヘの歴史』，pp. 2324.
47) 『日本書紀』1,〔前編〕p. 16: 當滌去吾身之濁
穢
48) ibid.，p. 17: 將蘯滌身之所汚
49) loc. cit.: 濯之於中瀬也
50) 青木紀元, ｢罪と災｣，『祝詞古伝承の研究』，
1985，p. 128.












52) 青木がここでダルマグプタ訳 (615年) を選ん
だのは, 『日本古典文學大系』本 『日本書紀』の
















































④ langa (片足が不自由な人): 跛躄





















『續日本紀』: 應放雜類衆生 (19，p. 222).
ダルマグプタ:〔欠〕(p. 404，a).
玄奘：應放雜類衆生 至四十九 (p. 407，
c.11).
義淨：放四十九生 (下，p. 415，c.23).
54) 青木, ｢罪と災｣，pp. 130131.
55) 達摩笈多，op. cit.，p. 401，c.1619: 第六大
願 願我來世得菩提時 若有衆生 其身下劣諸根不
具 醜陋頑愚聾盲跛躄 身攣背傴白癩癲狂 若復有
餘種種身病 聞我名已一切皆得諸根具足身分成
滿






















































５世紀 (？) のサンスクリット辞典 『アマラコ
ーシャ』(´) には，レプラを指す名詞が
四つ挙げられている。
































































































































































































































-.*/*1.9, ed. M. R.























































61) 玄奘，op. cit., loc. cit.
をば, 國の中に畜
か









































































に肉がついていること｣ を意味する｡ そして, こ
桃山学院大学総合研究所紀要 第28巻第２号166
62) 『日本書紀』22，[後編] p. 155: 是歳 自百濟國
有化來者 其面身皆斑白 若有白癩者乎 悪其異於
人 欲棄海中嶋 然其人曰 若悪臣之斑皮者 白斑牛
馬 不可畜於國中 亦臣有小才 能構山岳之形 其留
臣而用 則爲國有利 何空之棄海嶋耶 於是 聽其辭
以不棄
古代の日本では，斑の牛が親しい存在であった










63) cf. 本居, 『大祓詞後釋』上，p. 129: 又穢きこ
と，醜きことなど，其外も，すべて世に人のわろ
しとして，にくみきらふ事は，みな都美也。
64) 鳩摩羅什, 『法華經』3, ｢譬喩品｣，『大正』9，
p. 15，c.1416: …… 謗斯經故 獲罪如是 若得爲
人 諸根暗鈍 陋攣躄 盲聾背傴
サンスクリット本の対応個所で,“背傴”に当
たる語は“kubja”（せむし）である (3. p. 96，
122詩節)。
65) ibid.，28, ｢普賢菩薩勸發品｣，p. 62，a.1920:































移行部が盛り上がるのが ｢腫瘍性くる病｣ (tumor -
induced rickets) である｡ 中国語の“背傴”(せ
むし) に対応する日本語の“コクミ”が指す
｢身体の一部に余分な肉が病的に盛り上がった
人｣ とは ｢腫瘍性くる病の患者｣ ということに
なろう｡
“白癩”と“背傴”が並んで現れるのは, 中















Whereas the old ceremony harae (祓) was performed to punish crimes, the new ceremony 		
(大祓) was performed to stop misfortunes and diseases as well as crimes. In the process of this develop-
ment, the ancient Japanese used the	
¯(藥師經) to collect names for misfortunes and diseases.
